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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
東
方
地
球
危
～
ｒ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
ｒ
　
ｙ
ｅ
ａ
ｒ
　
２
０
１
２
～

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
２
３
２
Ｊ

【
作
者
名
】

　
台
風
Ｘ
号

【
あ
ら
す
じ
】

　
遂
に
登
場
。
東
方
地
球
危
。
こ
の
お
話
は
、
幻
想
郷
と
闇
幻
想
郷
で
起
こ
っ

た
異
変
で
あ
る
。
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（
前
書
き
）

最
強
の
物
語
が
始
ま
る
。
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御
刃
彦
之
尊
「
人
間
界
と
幻
想
郷
と
闇
幻
想
郷
を
約
束
の
時
に
壊
せ
れ
る
。
」

ハ
ー
プ
「
２
０
１
２
年
総
て
は
、
我
々
が
起
こ
し
た
異
変
で
終
わ
り
を
告
げ
る
。

」東
方
地
球
危
～
ｒ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
ｒ
　
ｙ
ｅ
ａ
ｒ
　
２
０
１
２
～

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
テ
ー
マ
曲
　
崩
壊
さ
せ
た
く
な
い
絆
　
作
詞
台
風
Ｘ
号

僕
た
ち
は
い
つ
ま
で
も
色
あ
せ
な
い
こ
の
地
で
楽
し
く
過
ご
し
て
い
た

荒
れ
狂
う
咎
に
飲
み
込
ま
れ
そ
う
に
な
っ
た
け
ど
挫
け
ず
生
き
続
け
た

２
０
１
２
年
に
み
ん
な
が
死
を
迎
え
る
と
云
わ
れ
て
い
る
け
ど

そ
ん
な
こ
と
を
チ
ャ
ラ
に
し
た
い
か
ら

狂
気
と
盗
み
が
壊
れ
て
消
え
た
時

殺
し
の
思
い
は
す
ぐ
さ
ま
に
消
え
て
な
く
な
っ
て
い
き

ま
た
あ
た
ら
し
い
へ
い
わ
き
た
れ
ー

些
細
な
日
常
よ
総
て
に
誓
わ
れ
た
未
来
に
つ
な
が
れ
よ
ー
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ア
ン
ゴ
ル
＝
水
素
「
懺
符
　
黙
示
録
か
ら
の
伝
言
」

人
間
界
に
降
り
始
め
た
奇
妙
な
弾
幕
。

ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
大
佐
と
タ
カ
ト
ウ
ダ
イ
中
佐
は
こ
の
弾
幕
を

見
て
あ
る
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
大
佐
「
今
年
っ
て
、
２
０
１
２
年
じ
ゃ
ね
ぇ

の
か
？
」

タ
カ
ト
ウ
ダ
イ
中
佐
「
そ
う
で
す
ね
。
大
佐
殿
。
」

ニ
シ
キ
ソ
ウ
准
尉
「
と
い
う
こ
と
は
ま
ず
い
こ
と
に
な
っ
た
ぞ
。
」

闇
幻
想
郷
に
も
、
怪
し
げ
な
空
気
に
包
ま
れ
て
い
た
。

セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
「
世
紀
末
は
ま
だ
早
す
ぎ
る
ぞ
。
」

卆
陀
「
い
や
な
予
感
は
、
し
す
ぎ
て
た
ま
ら
な
い
。
」

フ
リ
ッ
ピ
ー
「
フ
レ
ち
ゃ
ん
、
運
命
の
時
、
来
ち
ゃ
っ
た
ね
。
」

フ
レ
イ
キ
ー
「
恐
い
で
す
ぅ
。
」

紅
魔
館

十
六
夜
　
咲
夜
「
２
０
１
２
年
に
全
て
が
滅
ん
で
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
？
」
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レ
ミ
リ
ア
「
２
０
１
２
年
の
大
異
変
と
い
っ
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
わ
。
」

白
玉
楼

妖
夢
「
い
や
な
予
感
が
し
て
な
ら
な
い
わ
。
」

滅
壊
抹
繊
殺
鈑

イ
ン
フ
ル
ケ
イ
ド
「
さ
て
始
め
ま
す
か
。
」

ハ
ル
ゼ
バ
ブ
「
そ
う
で
す
ね
。
」

カ
タ
リ
ー
ナ
「
嫌
と
言
わ
せ
て
や
る
わ
よ
。
」

御
刃
彦
之
尊
「
イ
ン
フ
ル
ケ
イ
ド
、
お
前
は
幻
想
郷
に
ウ
ィ
ル
ス
を
ば
ら
撒
け
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
な
。
」

博
麗
神
社

霊
夢
「
こ
ん
な
に
、
空
気
が
汚
れ
始
め
て
い
た
な
ん
て
。
」

魔
理
沙
「
２
０
１
２
年
の
大
異
変
っ
て
や
つ
み
た
い
だ
ぜ
。
」

早
苗
「
急
い
で
防
が
な
い
と
。
」

闇
幻
想
郷

フ
ロ
ッ
グ
マ
ン
「
キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ン
行
く
ぜ
。
」

キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ン
「
待
っ
て
よ
、
フ
ロ
ッ
グ
マ
ン
。
」
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キ
モ
エ
リ
ザ
ベ
ス
「
待
ち
な
さ
い
、
二
人
共
。
放
射
陣
　
危
険
の
欠
片
」

カ
ド
ル
ス
「
キ
モ
エ
リ
ザ
ベ
ス
、
そ
ん
な
弾
幕
使
う
な
よ
。
」

ギ
グ
ル
ス
「
急
い
で
、
教
会
の
主
さ
ん
に
言
わ
な
き
ゃ
。
」

２
０
１
２
年
、
悪
魔
が
復
活
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
其
の
者
の
名
は
、
殺
沢
仁

枇
髏
。
彼
は
、
存
在
も
不
明
で
あ
り
大
き
な
謎
を
持
つ
。

米
苗
ハ
ー
プ
「
ハ
ル
ゼ
バ
ブ
は
、
ど
う
す
る
ん
だ
。
」

ハ
ル
ゼ
バ
ブ
「
様
子
見
で
す
が
。
」

「
そ
っ
か
。
」

幻
想
郷

イ
ン
フ
ル
ケ
イ
ド
「
狂
人
　
感
染
し
な
さ
れ
」

ウ
ィ
ル
ス
型
の
、
弾
幕
を
放
ち
、
そ
こ
を
歩
い
て
い
る
。
ミ
ス
テ
ィ
ア
・
ロ
ー

レ
ラ
イ
に
直
撃
し
た
。

ロ
ー
レ
ラ
イ
は
、
少
し
ず
つ
声
を
唸
ら
せ
た
。
苦
し
い
の
で
あ
る
。

「
苦
し
い
、
ハ
ー
ハ
ー
」

イ
ン
フ
ル
ケ
イ
ド
「
意
外
な
奴
に
引
っ
か
か
っ
た
な
、
そ
の
ま
ま
苦
し
み
な
が

ら
死
ね
。
」
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諏
訪
子
「
君
は
、
誰
？
」

「
俺
の
名
は
、
イ
ン
フ
ル
ケ
イ
ド
。
狂
兌
　
偽
歌
の
ウ
ィ
ル
ス
」

諏
訪
子
「
余
裕
に
、
避
け
れ
る
わ
よ
。
」

「
電
離
符
　
紅
い
悲
し
み
」

諏
訪
子
は
、
満
身
創
痍
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

諏
訪
子
「
神
奈
子
に
、
知
ら
せ
て
・
・
・
」

カ
ラ
ス
を
使
っ
て
、
諏
訪
子
は
、
倒
れ
て
し
ま
っ
た
。

神
奈
子
に
こ
の
異
変
を
伝
え
る
た
め
に
。

博
麗
神
社

霊
夢
「
ロ
ー
レ
ラ
イ
と
諏
訪
子
が
、
や
ら
れ
た
。
」

早
苗
「
本
当
な
の
で
す
か
？
神
奈
子
さ
ん
。
」

神
奈
子
「
本
当
だ
。
最
悪
な
こ
と
に
、
あ
の
二
人
の
種
族
調
べ
て
み
た
ら
、
一

人
は
ウ
ィ
ル
ス
で
も
う
一
人
が
妖
怪
兵
器
だ
と
い
う
こ
と
。
」

魔
理
沙
「
人
間
界
も
、
結
構
増
え
て
い
る
か
ら
な
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
。
」

霊
夢
「
そ
の
、
ウ
ィ
ル
ス
が
幻
想
入
り
す
る
こ
と
は
、
あ
り
得
な
い
。
」

早
苗
「
で
も
、
考
え
れ
る
の
は
、
霊
夢
が
、
神
社
に
い
な
い
と
き
に
、
ウ
ィ
ル
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ス
が
勝
手
に
幻
想
入
り
し
た
と
、
考
え
れ
ば
話
は
最
悪
で
す
よ
。
」

霊
夢
「
確
か
に
、
言
え
な
く
は
な
い
わ
ね
。
」

紅
魔
館

カ
タ
リ
ー
ナ
「
風
怖
　
屋
根
ま
で
飛
ん
だ
」

美
鈴
「
こ
ん
な
、
弾
幕
避
け
れ
る
わ
。
」

し
か
し
、
後
ろ
に
い
る
米
苗
ハ
ー
プ
に
気
付
か
な
か
っ
た
。

美
鈴
「
し
ま
っ
た
。
」

ハ
ー
プ
「
電
離
符
　
黙
殺
の
地
震
起
こ
し
」

美
鈴
「
虹
符
　
烈
虹
真
拳
」

し
か
し
、
美
鈴
の
ス
ペ
ル
カ
ー
ド
か
ら
出
た
弾
幕
が
、
か
き
消
さ
れ
た
。

美
鈴
は
驚
い
て
い
た
。

ハ
ー
プ
「
電
離
符
　
滅
亡
兵
器
俺
」

美
鈴
は
、
右
足
と
左
腕
に
攻
撃
を
受
け
た
。

カ
タ
リ
ー
ナ
は
、
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
美
鈴
の
頭
を
足
で
押
さ
え
つ
け
た
。

ハ
ー
プ
「
お
前
は
、
白
玉
楼
に
向
か
え
。
」
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カ
タ
リ
ー
ナ
「
あ
ん
た
は
、
ど
こ
行
こ
う
と
し
て
い
る
の
さ
？
」

ハ
ー
プ
「
香
霖
堂
の
あ
い
つ
に
会
い
に
行
く
。
」

幻
想
郷
に
や
っ
て
き
た
霊
夢
た
ち
は
、
満
身
創
痍
に
な
っ
て
い
る
諏
訪
子
を
見

つ
け
た
。

諏
訪
子
は
、
ふ
ら
ふ
ら
と
今
に
も
倒
れ
て
し
ま
う
ぐ
ら
い
弱
っ
て
い
た
。

早
苗
は
、
諏
訪
子
を
背
負
っ
て
、
あ
る
場
所
へ
と
向
か
っ
た
。

イ
ン
フ
ル
ケ
イ
ド
は
、
ア
ン
ゴ
ル
＝
水
素
と
合
流
し
た
。

闇
幻
想
郷
は
、
ま
だ
誰
も
触
れ
て
い
な
い
。

魔
理
沙
と
霊
夢
と
早
苗
は
、
闇
幻
想
郷
に
や
っ
て
き
た
。

キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ン
と
フ
ロ
ッ
グ
マ
ン
は
、
霊
夢
達
を
あ
る
所
に
連
れ
て
行
っ
た
。

そ
こ
は
、
ギ
グ
ル
ス
と
ペ
チ
ュ
ニ
ア
の
い
る
場
所
だ
っ
た
。

一
方
、
幻
想
郷
は
、
荒
れ
狂
っ
て
い
た
。

カ
タ
リ
ー
ナ
と
米
苗
ハ
ー
プ
は
、
少
し
面
白
い
も
の
を
見
つ
け
て
い
た
。

「
ハ
ー
プ
よ
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
Ｕ
Ｆ
Ｏ
が
、
あ
る
よ
。
」

「
見
に
行
く
ぞ
。
カ
タ
リ
ー
ナ
。
」

「
了
解
だ
わ
。
」
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し
か
し
、
星
蓮
船
チ
ー
ム
に
よ
る
ト
ラ
ッ
プ
作
戦
で
あ
っ
た
。

御
刃
彦
之
尊
は
、
闇
幻
想
郷
の
存
在
を
知
る
。

闇
幻
想
郷
は
、
不
思
議
な
こ
と
に
誰
も
触
れ
て
い
な
い
。

霊
夢
は
、
ギ
グ
ル
ス
に
出
会
っ
た
。

「
闇
鈍
神
の
時
は
、
ど
う
も
で
し
た
。
」

す
ね
て
い
る
よ
う
だ
。

射
命
丸
は
、
急
い
で
逃
げ
て
い
る
と
妖
々
夢
チ
ー
ム
に
出
会
っ
た
。

ア
ン
ゴ
ル
＝
水
素
と
カ
タ
リ
ー
ナ
と
米
苗
ハ
ー
プ
が
、
其
々
、
弾
幕
を
仕
掛
け

て
き
た
。

「
あ
の
ク
ソ
ば
ば
ぁ
し
つ
こ
い
な
。
」

紫
の
頭
に
怒
り
マ
ー
ク
が
つ
い
た
。

「
誰
が
、
ク
ソ
ば
ば
ぁ
よ
。
あ
ん
た
ら
全
員
境
界
送
り
よ
。
」

ハ
ー
プ
と
カ
タ
リ
ー
ナ
は
、
あ
っ
さ
り
と
逃
げ
た
。

妖
夢
と
ア
ン
ゴ
ル
＝
水
素
は
、
に
ら
み
合
っ
て
い
た
。

闇
幻
想
郷
で
は
、
セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
と
卆
陀
が
見
守
っ
て
い
た
。
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そ
し
て
、
イ
ン
フ
ル
ケ
イ
ド
が
現
れ
た
。

セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
が
ス
ペ
ル
カ
ー
ド
を
取
り
出
し
た
。

「
滅
罪
　
　
消
え
な
く
な
る
う
ち
に
」

イ
ン
フ
ル
ケ
イ
ド
は
、
攻
撃
を
受
け
た
。

ハ
ル
ゼ
バ
ブ
は
、
星
連
船
チ
ー
ム
が
の
び
て
い
る
の
を
見
て
い
た
。

「
派
手
に
や
ら
か
し
た
な
。
」

殺
沢
仁
枇
髏
が
、
降
臨
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

諏
訪
子
は
、
怪
我
も
し
て
い
た
こ
と
と
熱
が
あ
っ
た
。

ト
ゥ
ー
シ
ー
は
、
い
ろ
い
ろ
考
え
て
い
た
。

キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ン
が
先
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
。

「
幻
想
郷
が
危
険
な
ら
こ
こ
も
危
険
だ
よ
。
」

フ
ロ
ッ
グ
マ
ン
は
「
こ
の
異
変
は
尋
常
じ
ゃ
ね
ぇ
ぞ
。
」

魔
理
沙
は
今
起
こ
っ
て
い
る
異
変
の
中
に
見
落
と
し
て
い
た
も
の
が
あ
る
と
主

張
し
た
。

そ
う
、
殺
沢
仁
枇
髏
の
こ
と
で
あ
る
。

セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
は
、
あ
と
か
ら
や
っ
て
く
る
軍
団
を
止
め
に
入
っ
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た
。

カ
タ
リ
ー
ナ
の
弾
幕
は
、
強
か
っ
た
。

「
凶
風
　
　
南
亜
米
利
加
ラ
ラ
バ
イ
」

米
苗
ハ
ー
プ
と
ハ
ル
ゼ
バ
ブ
と
御
刃
彦
之
尊
が
来
て
し
ま
っ
た
。

卆
陀
は
、
ス
ペ
ル
カ
ー
ド
で
対
策
を
練
っ
た
。

「
仏
法
　
　
卍
に
語
ら
れ
し
孤
独
の
魔
法
」

ア
ン
ゴ
ル
＝
水
素
と
妖
夢
は
戦
っ
て
い
た
。

妖
夢
は
、
左
頬
か
ら
血
が
出
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
た
。

カ
ド
ル
ス
が
援
護
し
よ
う
と
考
え
た
。

ど
う
や
ら
全
員
、
ス
ペ
ル
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
。

「
聖
雷
　
　
サ
ン
タ
・
サ
ン
ダ
ー
α
」

「
黒
穴
　
　
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
レ
ボ
ル
バ
ー
」

「
放
符
　
　
核
と
絶
に
満
ち
る
が
い
い
」

ほ
か
の
弾
幕
も
あ
っ
た
。

米
苗
ハ
ー
プ
の
厄
介
な
能
力
か
ら
避
け
る
方
法
を
知
っ
て
い
る
の
は
セ
ル
イ
ン

ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
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「
闘
い
の
委
ね
を
考
え
な
け
れ
ば
。
」

卆
陀
は
、
そ
れ
は
さ
せ
な
か
っ
た
。

地
球
危
と
呼
ば
れ
た
軍
団
は
、
あ
と
、
御
刃
彦
之
尊
と
ア
ン
ゴ
ル
＝
水
素
と
殺

沢
仁
枇
髏
だ
。

御
刃
彦
之
尊
と
の
戦
い
は
、
苦
戦
は
強
い
ら
れ
て
い
た
。

ア
ン
ゴ
ル
＝
水
素
は
、
闘
い
を
や
め
何
処
か
へ
と
去
っ
て
し
ま
っ
た
。

妖
夢
に
と
っ
て
は
、
か
な
り
手
ご
わ
い
剣
術
の
達
人
と
戦
っ
た
こ
と
に
な
る
。

殺
沢
仁
枇
髏
が
、
と
う
と
う
降
臨
し
て
し
ま
っ
た
。

「
全
世
界
は
、
滅
ぼ
し
て
我
が
世
界
を
創
り
上
げ
る
そ
し
て
我
こ
そ
が
最
強
の

神
に
な
る
。
」

ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
大
佐
と
ナ
ツ
ト
ウ
ダ
イ
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
軍

曹
と
レ
ミ
リ
ア
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
が
来
た
。

「
あ
い
に
く
だ
が
、
そ
の
野
望
は
潰
し
て
や
る
。
」

「
そ
う
い
う
こ
と
だ
。
」

「
幻
想
郷
を
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
し
た
こ
と
を
後
悔
す
る
な
ら
今
の
う
ち
よ
。
」

御
刃
彦
之
尊
を
倒
し
た
セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
は
、
殺
沢
仁
枇
髏
の
存
在

に
気
付
い
た
。
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「
敵
が
、
ま
ず
い
所
に
い
る
ぞ
。
」

そ
こ
は
、
幻
想
郷
で
あ
っ
た
。

殺
沢
仁
枇
髏
を
倒
す
方
法
は
、
絶
望
を
感
じ
な
い
こ
と
。

絶
望
を
感
じ
る
と
、
其
の
絶
望
を
操
っ
て
し
ま
う
。

し
か
し
、
セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
は
、
何
か
を
考
え
て
い
た
。

ほ
か
の
み
ん
な
も
や
っ
て
き
た
。

幻
想
郷
で
起
こ
る
。
最
大
級
の
闘
い
が
起
こ
っ
た
。

殺
沢
仁
枇
髏
と
の
戦
い
は
、
か
な
り
き
つ
い
。

「
絶
回
　
　
終
わ
り
と
終
わ
り
に
絶
望
に
よ
っ
て
死
ね
」

弾
幕
は
、
よ
け
き
れ
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
強
い
。

霊
夢
た
ち
は
、
絶
望
に
陥
る
か
と
思
い
き
や
巨
大
ス
ペ
ル
カ
ー
ド
で
守
っ
て
い

た
。

其
の
正
体
は
、
で
か
い
十
字
架
だ
。

ロ
ザ
リ
オ

「
セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
こ
れ
っ
て
も
し
か
し
て
？
」

「
罪
滅
　
　
　
サ
デ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
ラ
ブ
」
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こ
の
弾
幕
は
、
強
い
た
め
殺
沢
仁
枇
髏
に
大
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
。

「
貴
様
ら
な
ど
に
こ
の
俺
が
倒
せ
れ
る
の
か
？
」

「
倒
し
て
や
る
よ
。
」

卆
陀
の
最
強
ス
ペ
ル
カ
ー
ド
が
発
動
し
た
。

「
仏
壊
に
な
っ
た
恐
怖
の
世
界
を
創
り
だ
す
魔
法
」

弾
幕
の
力
が
強
く
、
殺
沢
仁
枇
髏
は
、
倒
さ
れ
た
。

幻
想
郷
だ
け
で
な
く
ほ
か
の
世
界
も
平
和
に
な
っ
た
。

全
て
は
、
終
わ
っ
た
。

闇
幻
想
郷
も
平
和
に
な
っ
た
。

そ
し
て
幻
想
郷
の
傍
ら
に
い
る
者
が
何
か
を
企
て
て
い
た
。

終
演
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（
後
書
き
）

予
告

自
然
が
お
怒
り
に
な
る
頃
に
ｏ
ｒ
た
い
ふ
う
の
な
く
頃
に
が
、
２
月
２
１
日
に

連
載
開
始
だ
。

予
告
?

タ
イ
フ
ー
ン
マ
ン
ズ
の
劇
場
小
説
版
来
る
。
１
月
２
６
日
を
見
よ
。

予
告
?

ア
ン
チ
ヒ
ー
ロ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
小
説
誕
生
。
カ
ン
レ
キ
１
月
２
２
日
連
載
開
始
。

東
方
地
球
危
は
、
ど
う
で
し
た
か
？
面
白
か
っ
た
ら
評
価
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

東方地球危～ranger　year　2012～
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Ｄ
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